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平成 30～令和 2年度厚生労働科学研究費補助金 エイズ対策政策研究事業 

「HIV感染者の妊娠・出産・予後に関する疫学的・コホート的調査研究と情報の普及啓発法の開発 

ならびに診療体制の整備と均てん化に関する研究」班 

分担研究報告書 

 

研究分担課題名：HIV をはじめとする性感染症と妊娠に関する情報の普及啓発法の開発 

 

研究分担者：喜多恒和  奈良県総合医療センター周産期母子医療センター長兼産婦人科統括部長 

研究協力者：桃原祥人  JA とりで総合医療センター産婦人科 部長 

塚原優己  国立研究開発法人国立成育医療研究センター周産期・母性診療センター 

産科・診療部長 

渡邉英恵  独立行政法人国立病院機構豊橋医療センター看護部・看護師長 

羽柴知恵子 独立行政法人国立病院機構名古屋医療センター看護部  

エイズ治療開発センター HIV コーディネーターナース 

廣瀬紀子  地方独立行政法人山梨県立北病院 医療安全管理室 看護師長 

津國瑞紀  独立行政法人国立病院機構仙台医療センター母子医療センター・助産師 

佐野貴子  神奈川県衛生研究所 微生物部・主任研究員 

鈴木ひとみ 国立研究開発法人国立国際医療研究センターエイズ治療・研究開発セン 

  ター・コーディネーターナース 

長與由紀子 独立行政法人国立病院機構九州医療センターAIDS/HIV 総合治療セン 

  ター・HIV 専任看護師 

谷村憲司  神戸大学大学院医学研究科外科系講座 産婦人科学分野 准教授 

森實真由美 美ら海ハシイ産婦人科 院長 

木内 英  東京医科大学臨床検査医学分野・主任教授 

浅野 真  東京都立大塚病院産婦人科医員 

 

研究要旨： 

一般市民向けの講演会やホームページ、SNS などを用いて性感染症に関する情報を発信すること、

さらに若者向けのリーフレットや日本産婦人科感染症学会の監修を受けて性感染症に関する小冊

子を作成することなどにより、一般市民の HIV/AIDS への偏見を解消し、各種性感染症に関する情

報の普及啓発に寄与することが目的である。平成 30 年度と令和元年度は各地のエイズ文化フォー

ラムや学園祭などで複数回の公開講座や出展を行うことができたが、参加者数が十分とは言えず情

報の周知拡散効果は不十分と判断された。令和 2 年度は新型コロナウイルス感染症の拡大により公

開講座などの現地開催は全くできなかった。しかしながら、Twitter は定期的に更新され、HIV に

関する新情報を発信し、令和 3 年 3 月現在の投稿コンテンツは 47 件でフォロワーは 272 人と徐々

にではあるが増加中である。さらに A3 折込型リーフレット「クイズでわかる性と感染症の新ジョ

ーシキ―あなたはどこまで理解しているか！？」を令和 2 年 3 月に発刊し、別の分担班による令和

2 年度妊婦アンケート調査において定点施設および奈良市内有床診療所で配布した。リーフレット

配布による妊婦への教育啓発効果を検証し、知識レベルの向上を期待した。さらに A6 サイズ 34

ページの小冊子「HIV や梅毒をはじめとする性感染症のすべてが簡単にわかる本」を令和 3 年 3
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月に発刊した。この小冊子はリーフレットと共に若者への教育啓発資料とし、今後これらの効果的

な周知拡散方法を考案することが課題となる。 

 

A.研究目的 

HIV 等の性感染症と妊娠に関する若者の知識

レベルは低く、学校教育以外の方法でもこれを

向上させる必要がある。HIV をはじめとする性

感染症と妊娠に関する情報の普及啓発法の開

発により国民に根強く残る HIV/AIDS への偏

見を解消し、HIV 母子感染のみならず、性感染

症全般とその妊娠への影響に対する国民の理

解向上および予防啓発に寄与する。 

 

B.研究方法 

1．全国各地で開催されているエイズ文化フォ

ーラムや学園祭への参加、あるいは市民公開講

座等を企画して、HIV 感染に関する情報と研究

成果を周知することにより、国民の HIV 感染

妊娠に関する認識と知識の向上を図る。 

2．妊婦の HIV スクリーニング検査や妊婦健診

の重要性および各種性感染症に関する情報の

普及啓発を目的に、リーフレットや小冊子を刊

行し、妊婦アンケート調査での配布をはじめ、

若者を中心とする一般国民への周知拡散を図

る。 

 

3．Twitter アカウント

（https://twitter.com/HIVboshi）を平成 30 年

7 月に取得した。適時コンテンツを増加し、HIV

をはじめとする性感染症を中心に情報提供を

行う。 

 

（倫理面への配慮） 

調査研究においては、平成 29 年 2 月改正告示

の文部科学省・厚生労働省「人を対象とする医

学系研究に関する倫理指針」を遵守しプライバ

シーの保護に努めた。 

 

C.研究結果 

1．平成 30 年度は AIDS 文化フォーラム in 横

浜（参加者 11 名）と下関医療センター（同 30

名）で講演会を開催し、令和元年度は AIDS 文

化フォーラム in 横浜（同 30 名）で講演会、AIDS

文化フォーラム in 京都（同 5 名）で出展を行

った。大学祭は日本大学医学部（啓発カード 100

枚配布）、東京理科大（参加者 5 名）で出展や

講演会を行った。さらに令和 2 年 2 月には那覇

市で市民公開講座（同 18 名）を開催した。し

かしいずれの開催でも参加者は不十分で、企画

の宣伝不足、主な対象である若者の関心の低さ、

一般国民にとっての感染症対策への重要度序

列の低さなど種々の検討課題が残った。令和 2

年度は新型コロナウイルス感染症の拡大によ

り、AIDS 文化フォーラムへの参加や市民公開

講座の開催など、オンサイトでの啓発活動は全

く行えなかった。情報の普及啓発方法の開発は、

本研究班の一つの大きな課題でもあるため、教

育啓発資料の作成と合わせて有効な周知方法

の開発に取り組む必要がある。 

2．令和 2 年 3 月に、A3 折込型リーフレット「ク

イズでわかる性と感染症の新ジョーシキ―あ

なたはどこまで理解しているか！？」（資料 1）

を発刊し、令和 3 年 3 月には、A6 サイズ 34 ペ

ージの小冊子「HIV や梅毒をはじめとする性感

染症のすべてが簡単にわかる本」（資料 2）を発

刊した。内容は 34 ページで、3 つの part（性

感染症の概説、17 種類の性感染症の特徴、妊娠

に影響する 7 種類の一般感染症の特徴）が含ま

れている。病原、予防法、症状、母子感染、受

診科、検査法、治療法、再発などについて一般

人にわかりやすく記載されている。この小冊子

は、令和 3 年度からの妊娠初期妊婦へのアンケ

ート調査にて、既刊のリーフレットとともに事

前配布し、その効果を検証する予定である。 

3．平成 30 年 12 月に Twitter のアカウントを

取得した。そのコンテンツは定期的に更新され、

HIV に関する新情報を発信している。画面の一

https://twitter.com/HIVboshi）を平成30年8
https://twitter.com/HIVboshi）を平成30年8
https://twitter.com/HIVboshi）を平成30年8
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例を示す（資料 3）。令和 3 年 3 月現在、投稿コ

ンテンツは 47 件で、フォロワー数も徐々に増

加し 272 名である。 

 

D.考察 

近年のインターネット回線の充実とスマホな

どの浸透により、オンサイトによる従来型の教

育啓発活動は、大きな曲がり角に直面している

といっても過言ではない。さらに新型コロナウ

イルス感染拡大により、講演会などはほとんど

がウェブ開催に変更され、伝達内容の周知効果

は定かではないが、参加者の増加にはむしろ有

効であろうと推測される。学校教育におけるオ

ンライン授業の浸透などを参考にすると、今後

の教育啓発活動の方法は大きく転換させる必

要がある。すなわち情報伝達の媒体は、①刊行

物などの紙媒体、②紙媒体以外の媒体、が考え

られる。そして①－ア；妊婦健診や市民公開講

座などの参加者に配布、①－イ；公共施設や商

業施設で広く配布があげられる。さらに②－

ア；新聞などの報道紙での紹介、②－イ；報道

番組（テレビ・ラジオ）での紹介、②－ウ；フ

ェイスブックやツイッターなどの SNS により

研究班 HＰへの誘導を図る、②－エ；著名人な

どからのコメントによる拡散、などが考えられ

る。一方で当初から広範囲への情報拡散を狙う

のではなく、紙媒体を中心として地域的・定点

的介入に重点を置き、紙媒体が評価されること

により、これが発端となり、報道などで広く国

民全体への拡散が進むという期待もあげられ

る。妊婦健診時におけるアンケート調査は知識

レベルの向上を検証できる適切な手法である。

この検証結果を公表することにより全国の自

治体やマスコミのさらなる協力が得られ、広域

的な介入成果が得られることも期待するとこ

ろである。また、リーフレットなどの事前配布

による妊娠初期妊婦への教育啓発効果を正確

に検証するためには、アンケートの設問内容の

修正などが必要であることも確認できた。 

 

E.結論 

HIV や梅毒をはじめとする性感染症に関する

正確な情報を、リーフレットや小冊子、ガイド

ラインやマニュアル、マスコミなどを媒体とし

て医療従事者及び一般国民に提供し、教育啓発

を行うためには、より有効な手法を考案する必

要がある。 
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資料 1 A3 折込型リーフレット「クイズでわかる性と感染症の新ジョーシキ―あなたはどこまで

理解しているか！？」 
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資料 2 A6 サイズ 34 ページの小冊子「HIV や梅毒をはじめとする性感染症のすべてが簡単にわか

る本」 
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